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五十の手習い

 きたばたけ眼科医院　北　畑　龍　生

会員の声

　きっかけは７年前（平成23年）の日本眼科学会総会だった。「眼の老化現象」という講
習会でオーガナイザーを慶応大学の坪田一男教授が務めておられた。総説でSir遺伝子やナ
ン・スタディ等、加齢の科学的検証について話されていた。内容もさることながら、エネ
ルギッシュで人生を楽しんでいる人だなあ、という印象が強かった。
　面白そうだったので、その年の９月の眼抗加齢医学研究会に参加し、そこから嫁さん共々
に抗加齢医学会の会員になった。
　他科の知識は学生時分の知識止まりで隔世の感がある。見る物聞く物が新鮮で、雰囲気
も眼科の学会とは大違い。参加しているうち点数も貯まると欲も出てくる。
　そこで夫婦して抗加齢医学会の専門医と指導士の試験に挑戦することにした。幸いペー
パーテストだけで、認定施設での研修や症例報告などはない。まあ２、３年も掛ければ取
れるだろうと高を括っていたのだが、嫁さんに落ちてもいいからすぐ受けてみようとプ
レッシャーを掛けられる羽目になった。「こういうのは今年も来年も変わらないから」と
か言われ、やっぱり次の年に延ばそうと言うと｢アカン！ダメ元でも今年受けよう！ ｣。
　お蔭でその年（平成27年）の正月からこの方、テキストと過去問題集、サプリメントだ
の肥満やらホルモン補充療法等、診断基準やガイドラインのコピーを手放せず、ゴールデ
ンウィークは自宅缶詰で勉強していた。
　学生時代なら２、３日で楽勝の内容が、五十の頭には何度やっても覚えられず、図らず
も加齢とはかくも恐ろしいものかと思い知らされた。
　ちなみに、昔からヤマ掛け＆一夜漬けが大得意な嫁さんは、用意した診断基準やガイド
ラインのコピーには目もくれず、さほど勉強もしていないのに、セルフアセスメントはハ
イスコアを叩き出してくれて夫婦喧嘩になりかけた。
　そんなこんなで迎えた昨年５月末の試験。落ちたとしても（次の年あるから）大丈夫と
言う、自己採点８割強
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の嫁さんと喧嘩になりつつ、無事に？終了した。（ちなみに私の自
己採点７割弱
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）
　幸いな事に８月末には２人共に合格通知が届いた。自分のポンコツぷりと共に、どこに夫
婦喧嘩のタネが転がっているか判らないものだと思い知らされながら迎えた五十路だった。
　やれやれ、これにて一件落着かと考えていたら、次は認定医療施設資格取得を狙おうか
という話になってきた。そこで今年（平成30年）から抗加齢医学の一環として、当院にて
眼科ドックを始めている。
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他科の先生に
知って欲しい 皮膚科編⑫

「このキズ、治りますか？」という患者さんの質問に答える
～創傷のケア・管理について～

 赤磐皮膚科形成外科　髙　橋　義　雄

　「このキズ、治りますか？」臨床医の先生方にとって、患者さんか
ら最もよく尋ねられ、返答に困るのが、この質問ではないでしょうか。
患者さんは、ケガをする前と同じ状態にまで治ると、かたく信じてい
ます。落として割れたコップが元通りになるわけがないのに、カラダ
のキズはすっかり治ってしまうことを期待しています。
　今回は皮膚の創傷治癒について解説していきましょう。
　創傷には、キズの深さが真皮内にとどまる浅い創傷と、真皮を超え

て、軟部組織にまで及ぶ深い創傷とに分けて考える必要があります。創傷の治癒過程は、
浅い創傷と深い創傷とではかなり異なるのです。
　浅い創傷では、創縁、創底の両方から治癒が進みます。重要なのは、表皮細胞や、汗腺
や毛組織などの付属器の上皮細胞から、「再上皮化」という治癒過程があることです。浅
い創面では、創底からの再上皮化が治癒を促進し、瘢痕の形成を妨げますので、早く治り
かつキズあとが目立たずに済むのです。
　深い創傷では、まず壊死組織の除去が治癒の大前提になります。その後、肉芽が形成さ
れて陥凹が充填され、肉芽の成熟による創の収縮、創辺縁からの上皮化による創閉鎖とい
う過程をたどります。創周囲の血流も少なく、治療期間が遷延し、醜状瘢痕として治癒す
ることになります。

ポイントは３つ ― ― キズを早く治し、瘢痕を早く成熟させることです ― ― 
①　創の汚染・壊死組織を取り除く…十分な洗浄
　先ず行うべきは十分な洗浄です。屋外での転倒や、側溝への転落に伴う汚染の激しい創
では、感染の恐れもありますので、一期的な縫合は困難です。初期の洗浄が不十分だと、
残存する異物が外傷性刺青となり、醜状瘢痕となってしまいます。深い創傷であれば、壊
死組織を除去することが最優先になります。良好な肉芽形成を阻害するバイオフィルムも、
洗浄をすることによって、物理的に取り除きます。
②　出来るだけ短期間に、良好な創傷治癒を目指す…トラフェルミンの使用
　治療が遷延すると、瘢痕を過剰に形成するきっかけを与えてしまいます。トラフェルミ
ン（フィブラストスプレー ®）の登場により、創傷や熱傷は、治癒にかかる期間が大幅に
短縮し、かつ瘢痕が柔らかく成熟していくので、肥厚性瘢痕やケロイド化のリスクが大幅
に減少しました。臨床医の先生方にも是非利用していただきたいと思います。
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③　専門医に紹介する…いつでも構いません
　たとえ休日の対応であっても、次の日に専門医に紹介すれば、その時点で二次的な縫合
処置や次善策としての適切な処置方法が判断できます。たとえいったん治癒した傷でも、
瘢痕のケアを適切にすると、肥厚性瘢痕やケロイド化を防ぎ、最小限のキズあとにしてい
くことが可能ですので、治癒過程のどの時期でも、専門医に紹介していただければ、より
良い創傷治癒につなげて行くことが可能です。

　対応に困られるケースがありましたら、専門医にご相談ください。

御津医師会：山中慶人
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日本医師会 女性医師バンク
〒113-8621 東京都文京区本駒込2-28-16 日本医師会館B1F  　
TEL︓03-3942-6512　FAX︓03-3942-7397　E-mail︓info-bank@jmawdbk.med.or.jp

検 索日本医師会女性医師バンク

https://www.jmawdbk.med.or.jp/

専任コーディネーターが
求職者の状況に合わせ
就業先を紹介

求人・求職とも紹介にかかる
費用は
すべて無料

日本医師会
会員以外でも
利用可能

医師のアドバイザーが
専門的な
相談にも対応

女性医師バンクの
特徴

─女性医師の 働く を応援！─

医師の求人・求職は
日本医師会女性医師バンクへ
日本医師会女性医師バンクは厚生労働省の委託事業です。

女性医師のための就業支援


